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９
月
14
日
、
前
橋
市
・
前
橋
商
工
会

議
所
会
館
に
お
い
て
、
中
央
会
創
立
60

周
年
記
念
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

１
６
０
余
名
の
出
席
を
得
た
。

　
「
発
揮
せ
よ
！
中
小
企
業
の
底
ヂ
カ

ラ
」
と
題
し
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学

名
誉
教
授
・
松
谷
明
彦
氏
、
株
式
会
社

龍
角
散
代
表
取
締
役
社
長
・
藤
井
隆
太

氏
の
２
名
を
講
師
と
し
て
招
い
た
。

　

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本

会
金
子
正
元
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、
次

い
で
群
馬
県
知
事
代
理
と
し
て
産
業
経

済
部
産
業
政
策
課
長
・
西
村
透
氏
が
来

賓
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

講
演
後
に
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

群
馬
県
知
事
・
大
澤
正
明
氏
が
来
賓
挨

拶
を
述
べ
、
本
会
町
田
錦
一
郎
副
会
長

の
音
頭
で
乾
杯
と
な
っ
た
。

懇親会も多数の参加で賑わった

金子正元会長西村透課長

大澤正明知事

　

来
賓
と
し
て
、
講
師
を
務
め
た
藤
井

氏
、
産
業
経
済
部
長
・
塚
越
正
弘
氏
、

西
村
課
長
、
商
工
中
金
前
橋
支
店
長
・

松
尾
悟
志
氏
、
群
馬
経
済
研
究
所
理
事

長
・
髙
井
研
一
氏
等
が
出
席
し
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
参
加
者
の
親
睦
と

交
流
が
図
ら
れ
、
本
会
𠮷
田
勝
彦
副
会

長
の
中
締
め
に
よ
り
閉
会
し
た
。

群馬県中央会創立60周年記念トップセミナー

中小企業 底
発揮せよ！
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松谷明彦 氏

藤井隆太 氏

人
口
減
少
時
代
の
企
業
経
営

政
策
研
究
大
学
院
大
学

 
名
誉
教
授　

松
谷　

明
彦　

氏

老
舗
企
業
の
経
営
革
新

株
式
会
社
龍
角
散

代
表
取
締
役
社
長　

藤
井　

隆
太　

氏

　

２
０
２
５
年
、
日
本
に
お
け
る
75
歳

以
上
の
高
齢
者
数
は
現
在
よ
り
５
０
０

万
人
以
上
増
加
し
、
２
，
１
７
９
万
人

に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
医
療
需
要
、
入
院
需
要
が
激
増
。

所
得
に
占
め
る
税
と
社
会
保
障
の
負
担

率
が
増
加
し
て
い
き
、
２
０
６
０
年
に

は
、
行
財
政
サ
ー
ビ
ス
・
社
会
保
障
の

水
準
を
現
在
の
４
割
程
度
に
下
げ
な
い

と
立
ち
行
か
な
く
な
る
程
に
な
る
。

　

こ
れ
に
対
処
す
る
に
は
、
日
本
企
業

の
賃
金
水
準
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
の
賃
金
水
準
は
、
欧
米
諸
国
に
比

べ
て
低
い
。
こ
れ
は
、
欧
米
が
開
発
し

た
商
品
を
機
械
化
さ
れ
た
工
程
と
安
い

労
働
力
で
大
量
生
産
し
、
薄
利
多
売
し

て
い
る
た
め
、
生
産
性
が
低
い
こ
と
が

原
因
。
生
産
性
が
上
が
る
よ
う
に
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
え
、
賃
金
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
で
、
社
会
保
障
に
関
す
る
財

　

社
長
就
任
後
、
売
上
と
ほ
ぼ
同
額
の

借
金
が
あ
っ
た
状
態
か
ら
の
経
営
再
建

に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
徹
底
的
に
ユ
ー

ザ
ー
調
査
を
実
施
し
た
。
龍
角
散
の
短

所
だ
と
思
っ
て
い
た
「
古
臭
さ
」
が
、

「
歴
史
の
あ
る
安
心
感
」
と
い
う
長
所

と
言
っ
て
も
ら
え
、
専
門
性
を
守
る
素

晴
ら
し
さ
に
気
付
い
た
。

　

そ
こ
で
、
当
時
の
番
頭
の
反
対
を
押

し
切
り
、「
の
ど
」
以
外
の
新
製
品
・
新

技
術
の
開
発
を
や
め
、「
の
ど
の
専
門

メ
ー
カ
ー
」
と
し
て
自
社
の
長
所
を
徹

底
分
析
し
た
。
そ
し
て
、
コ
ン
セ
プ
ト

の
一
新
や
、
ブ
ラ
ン
ド
の
統
一
な
ど
を

推
し
進
め
た
。
優
れ
た
商
品
で
あ
っ
て

も
、
時
が
た
て
ば
陳
腐
化
す
る
。
製
品

が
長
く
生
き
残
る
に
は
、
環
境
の
変
化

に
合
わ
せ
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　

新
商
品
「
龍
角
散
の
嚥
下
補
助
ゼ

リ
ー
」
の
開
発
は
、
介
護
施
設
で
薬
を

水
で
飲
め
な
い
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

が
、
薬
を
食
事
に
ふ
り
か
け
て
摂
っ
て

い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
の
ど
の

専
門
メ
ー
カ
ー
」
と
し
て
、
こ
の
状
況

を
変
え
た
い
と
強
く
思
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
事
業
展
開
の
中
で
、
の
ど

の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
こ
だ
わ
り

や
、「
マ
ネ
せ
ず
、
マ
ネ
さ
れ
ず
」、「
余

計
な
お
金
は
稼
が
な
い
」、「
す
べ
て
は

社
会
貢
献
の
た
め
に
」
と
い
う
３
つ
の

方
針
を
守
り
抜
い
て
き
た
。

　

講
演
後
、
受
講
者
か
ら
は
、「
新
た
な

視
点
で
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
。
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、
価
値
変
換
の
重
要
性

を
学
べ
た
」、「
危
機
感
を
持
た
な
い
と

日
本
の
将
来
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
っ
た
」、「
自
社
の
取
り

組
み
へ
の
参
考
に
な
っ
た
」
等
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

・1984年、桐朋学園大学音楽学部研究科修了後、大手

製薬メーカーに入社。三菱化成工業株式会社（現：

三菱化学株式会社）を経て、1994年株式会社龍角散

入社。1995年、代表取締役社長に就任（８代目社長）。

・嚥下補助ゼリー「おくすり飲めたね」の大ヒット、

基幹商品である鎮咳去痰剤「龍角散」の海外進出成

功などで、累積赤字を一掃し、経営再建。老舗企業

でありながら、常に時代に即した経営革新を推し進

めてきた。

・東京大学経済学部卒業後、1970年、大蔵省入省。

主計局調査課長、主計局主計官、大臣官房審議

官等を歴任後、辞職。

・1997年、政策研究大学院大学教授に就任。

2010年同大学内に「国際都市研究学院」を創

設、初代理事長に就任。2011年より名誉教授。

・氏の研究成果は、イギリスの経済誌「The Economist」

等に掲載され、米・英・仏・独の新聞・雑誌・

ラジオ等で広く紹介されているほか、国内メ

ディアでも多数取り上げられている。

政
が
好
転
す
る
芽
も
出
て
く
る
。

　

世
の
中
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

年
齢
構
成
、
生
活
様
式
を
前
提
に
、
将

来
を
予
測
し
て
、
何
を
す
れ
ば
良
い
の

か
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
、
成
功
が

極
め
て
難
し
く
な
っ
て
い
く
。
危
機
意

識
を
持
っ
て
、
一
歩
前
へ
踏
み
出
す
勇

気
が
必
要
で
あ
る
。
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◎
懇
談
会
を
終
え
て

　

本
懇
談
会
は
、
県
内
中
小
企
業
・

中
小
企
業
組
合
の
現
状
を
県
会
議
員

に
知
っ
て
い
た
だ
く
、
良
い
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
11
日
、
前
橋
市
・
前
橋
マ
ー

キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
自
由
民

主
党
群
馬
県
支
部
連
合
会
商
工
議
員
連

盟
の
県
議
会
議
員
と
本
会
役
員
と
の
経

済
情
勢
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本

会
金
子
正
元
会
長
が
、「
本
年
４
月
１
日

施
行
の
群
馬
県
小
規
模
企
業
振
興
条
例

の
制
定
に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

本
懇
談
会
は
、
商
工
議
員
連
盟
と
経
営

者
、
組
合
関
係
者
が
意
見
を
交
わ
し
、

県
内
経
済
、
経
営
課
題
に
対
し
て
共
通

認
識
を
持
ち
、
本
県
経
済
が
元
気
に
な

る
意
見
交
換
が
し
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
自
民
党
県
連
商
工
議
員
連

盟
会
長
・
松
本
耕
司
氏
が
、「
中
小
企
業

経
営
者
か
ら
の
『
な
ん
と
か
し
て
ほ
し

い
』
と
い
う
意
見
を
県
政
に
反
映
す
る

こ
と
が
一
番
と
考
え
て
い
る
。
一
緒
に
群

馬
を
良
く
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
群
馬
県
議
会
議
長
・
星
野

寛
氏
が
、「
業
種
や
地
区
に
よ
っ
て
も
特

徴
・
格
差
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
ら
を

共
有
し
、
県
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
条
例
を
制
定
し
た
だ
け
で

な
く
、
い
か
に
活
か
し
て
い
く
か
が
大

事
。
こ
の
懇
談
会
を
有
意
義
な
も
の
に

し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
ま
ず
、
中
小
企
業
組
合

の
活
動
事
例
を
本
会
馬
場
伸
一
指
導
部

長
が
報
告
。
次
い
で
、
も
の
づ
く
り
補

助
金
事
業
の
成
果
事
例
報
告
と
し
て
、

群
馬
電
機
株
式
会
社
取
締
役
本
部
長
・

藤
巻
剛
氏
が
「
自
販
機
の
価
格
表
示
用

の
電
子
ペ
ー
パ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
開

発
」、
移
動
福
祉
美
容
車
そ
ら
い
ろ
代

表
・
長
山
成
行
氏
が
「
過
疎
地
向
け
の

移
動
美
容
車
輌
の
改
善
事
業
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
そ
の
後
、

紹
介
し
た
組
合
事
例
や
も
の
づ
く
り
補

助
金
事
業
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

藤巻剛 氏長山成行 氏

経済情勢懇談会
自由民主党群馬県支部連合会県議会議員
本会役員が意見交換



5

　

10
月
12
日
、
前
橋
市
・
前
橋
マ
ー

キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
外
国
人

技
能
実
習
制
度
適
正
化
講
習
会
を
開
催

し
、
32
人
が
参
加
し
た
。

　

外
国
人
技
能
実
習
制
度
は
、
現
在
開

会
中
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
改
正
案
が

審
議
さ
れ
て
お
り
、
新
制
度
で
は
監
理

団
体
の
管
理
監
督
体
制
が
強
化
さ
れ
る

な
ど
、
よ
り
一
層
の
適
正
な
事
業
実
施

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
本
会
で
は
、

外
国
人
技
能
実
習
生
共
同
受
入
事
業
を

行
う
事
業
協
同
組
合
及
び
受
入
組
合
員

企
業
の
制
度
運
用
の
適
正
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
昨
年
度
よ
り
講
習
会
の

開
催
及
び
実
地
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。

　

今
回
は
、
合
同
会
社
キ
リ
ン
事
務
所

代
表
社
員
・
入
来
院
重
宏
氏
を
講
師
と

し
て
、「
外
国
人
技
能
実
習
生
の
労
務
管

理
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
行
っ
た
。

◎
講
習
会
を
終
え
て

　

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
の
多
い
同
制
度
で
す
が
、

組
合
等
の
監
理
団
体
が
適
正
な
運
営

を
行
え
る
よ
う
、
今
後
も
継
続
し
て

講
習
会
及
び
実
地
調
査
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

会場には多くの参加者が集まった

入来院重宏 氏

　

入
来
院
氏
は
、
制
度
の
概
要
、
技
能

実
習
生
の
雇
用
管
理
、
賃
金
管
理
、
労

働
時
間
管
理
、
年
次
有
給
休
暇
、
健
康

診
断
、
労
働
災
害
等
に
つ
い
て
説
明
。

さ
ら
に
、
社
会
保
険
労
務
士
と
し
て
の

自
身
の
経
験
を
も
と
に
、
実
際
に
あ
っ

た
相
談
内
容
や
指
導
内
容
等
を
事
例
と

し
て
取
り
上
げ
解
説
し
た
。

外国人技能実習生の労務管理を学ぶ

外国人技能実習制度適正化講習会
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◎
締
結
式
を
終
え
て

　

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
中
小

企
業
へ
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
、
ネ
ッ
ト

環
境
に
お
け
る
安
全
向
上
を
目
指
し
ま

す
。

協定書に署名する金子会長（左）

小田部群馬県警本部長

　

10
月
17
日
、
前
橋
市
・
群
馬
県
庁
・

正
庁
の
間
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
関
す
る
相
互
協
力

締
結
式
が
開
催
さ
れ
、
中
小
企
業
等
支

援
機
関
の
代
表
と
し
て
本
会
よ
り
金
子

正
元
会
長
が
出
席
し
た
。

　

同
締
結
式
は
、
県
内
の
中
小
企
業
等

の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強

化
へ
の
支
援
を
目
的
に
、
群
馬
県
・
群

馬
県
警
察
・
中
小
企
業
等
支
援
機
関

（
群
馬
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
一

般
社
団
法
人
群
馬
県
商
工
会
議
所
連
合

会
、
群
馬
県
商
工
会
連
合
会
、
一
般
社

団
法
人
群
馬
県
経
営
者
協
会
、
公
益
財

団
法
人
群
馬
県
産
業
支
援
機
構
）・
学

術
機
関
（
国
立
大
学
法
人
群
馬
大
学
、

公
立
大
学
法
人
前
橋
工
科
大
学
、
独
立

行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
群

馬
工
業
高
等
専
門
学
校
）
に
よ
る
10
機

関
が
相
互
協
力
協
定
を
締
結
し
た
。

　

締
結
式
に
あ
た
り
、
群
馬
県
警
察
本

部
長
・
小
田
部
耕
治
氏
は
、
昨
今
、
国

内
外
を
問
わ
ず
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受

け
た
個
人
情
報
の
流
出
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
不
正
送
金
な
ど

の
被
害
が
増
加
・
拡
大
傾
向
で
あ
る
と

述
べ
、
今
回
の
協
定
締
結
を
機
に
、
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
強
化
へ
の

協
力
を
協
定
機
関
へ
要
請
し
た
。

　

な
お
、
本
協
定
の
連
携
・
協
力
事
項

と
し
て
、
①
中
小
企
業
等
の
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
向
上
を
目
指
し

た
広
報
啓
発
活
動
の
推
進
、②
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
情
報
共
有
体

制
の
構
築
、③
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
相
談
体
制
の
構
築
、
④
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
案
発
生
時
の
対

処
の
推
進
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。

中小企業等のサイバーセキュリティ対策の
強化を目指すため相互協定を締結


